
JP 2003-511651 A5 2009.5.7

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成21年5月7日(2009.5.7)

【公表番号】特表2003-511651(P2003-511651A)
【公表日】平成15年3月25日(2003.3.25)
【出願番号】特願2001-512273(P2001-512273)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/956    (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/88     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   7/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   7/60     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/956   　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｂ  11/00    　　　Ｈ
   Ｇ０１Ｎ  21/88    　　　Ｊ
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ３０５Ａ
   Ｇ０６Ｔ   7/00    ２００Ａ
   Ｇ０６Ｔ   7/60    １５０Ｕ
   Ｇ０６Ｔ   7/60    ２５０Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年3月16日(2009.3.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　ＰＣＴ出願IL98/00477には、非２値画素に対して膨張(dilation)、収縮(erosion)およ
びスケール計測の如きモルフォロジー演算を、好ましくは先の方法を用いた場合よりも効
率的に行うことができるように、画像を解析的に表現するための方法が記載されている。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　本発明の他の好ましい実施形態によれば、カラー画像からカラーモルフォロジーマップ
を生成するための方法であって、カラー画像を提供し、該カラー画像を縮小して複数の色
集団を含む縮小画像を生成し、該縮小画像内の該複数の色集団のうちの隣接する色集団の
間の境界を特定し、該縮小画像を分割して、境界および少なくとも１つの非境界領域を含
む２値画像を生成し、該少なくとも１つの非境界領域のスケルトン画像であって、複数の
要素を含むスケルトン画像を生成し、かつ該色集団の１つに対応するカラーアイデンティ
ティを該スケルトンの各要素に割当てることを含む方法が提供される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　さらに、本発明の好ましい実施形態によれば、該割当ステップは、色集団に対する該ス
ケルトンの要素の空間位置の関数として色集団を割り当てることを含む。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　さらに、本発明の好ましい実施形態によれば、該割当ステップは、該縮小画像に該スケ
ルトン画像を重ね合わせることをさらに含む。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　さらに、本発明の好ましい実施形態によれば、該方法は、少なくとも一部において、該
方法の結果に基づいて少なくとも１つのモルフォロジー的特徴の存在を識別することをも
含む。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２３】
　本発明の他の好ましい実施形態によれば、物体の検査に適した自動光学検査装置であっ
て、物体の少なくとも一部の多色画像出力を提供する少なくとも１つのディテクタと、該
多色画像出力を受領し、各々が複数の代表可能カラーのうちの１つを有する複数のカラー
領域を含む分割カラー画像に該多色画像を分割する検査機能、領域および境界を含む二値
画像に該分割カラー画像を二値化する検査機能、該領域にモルフォロジー演算の収縮(ero
sion)を施して該領域を表すスケルトンを提供する検査機能、およびカラー領域を該スケ
ルトン内のエレメントに割り当てる検査機能のうちの少なくとも１つの検査機能を提供す
る処理回路とを含む自動光学検査装置も提供される。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２４】
　さらに、本発明の好ましい実施形態によれば、該処理回路は、該スケルトンおよび該分
割カラー画像を重ね合わせるとともに、領域を表すデータを該重ね合わせの関数として、
該スケルトン内のエレメントに割り当てる機能を有する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【０１２５】
　さらに、本発明の好ましい実施形態によれば、該処理回路は、該スケルトン内のエレメ
ントがカラー領域内にくるように、領域を表すデータを該スケルトン内のエレメントに割
り当てる機能を有する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２７】
　本発明の他の好ましい実施形態によれば、パターン化された物体を表すカラー画像であ
って、該パターン化された物体のモルフォロジー演算の収縮(erosion)が施された多色画
像を含むカラー画像も提供される。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２８】
　さらに、本発明の好ましい実施形態によれば、モルフォロジー演算の収縮(erosion)が
施された多色画像の部分のカラーは、該パターン化された物体のそれぞれの領域における
物質を示す。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３８】
　本発明の他の好ましい実施形態によれば、物体の検査に適した自動光学検査装置であっ
て、物体の少なくとも一部の多色画像出力を提供する少なくとも１つのディテクタと、該
多色画像出力を受領し、該物体を表すカラー画像であって、該物体の少なくとも一部のモ
ルフォロジー演算の収縮(erosion)が施された多色画像を含むカラー画像を提供する処理
回路とを含む自動光学検査装置も提供される。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３９】
　さらに、本発明の好ましい実施形態によれば、モルフォロジー演算の収縮(erosion)が
施された多色画像の部分のカラーは、該物体の様々な領域における物質を示す。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２１４】
　本発明の他の好ましい実施形態によれば、カラー画像からカラーモルフォロジーマップ
を生成する装置であって、カラー画像を縮小して複数の色集団を含む縮小画像を生成する
機能を有する縮小ユニットと、該縮小画像内の該複数の色集団のうちの隣接する色集団の
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間の境界を特定する機能を有する境界特定ユニットと、該縮小画像を分割して、境界およ
び少なくとも１つの非境界領域を含む２値画像を生成する機能を有する分割ユニットと、
該少なくとも１つの非境界領域のスケルトン画像を生成する機能を有するスケルトン生成
ユニットであって、該スケルトン画像は複数の要素を含むスケルトン生成ユニットと、該
色集団の１つに対応するカラーアイデンティティを該スケルトンの各要素に割り当てる機
能を有する割当ユニットとを含む装置も提供される。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２２４】
　本発明の他の好ましい実施形態によれば、物体を検査するための方法であって、物体の
少なくとも一部の多色画像出力を提供し、かつ該多色画像出力を受領し、各々が複数の代
表的カラー可能性の一つを有する複数のカラー領域を含む分割カラー画像に該多色画像を
分割する検査機能、該分割カラー画像を二値化して領域および境界を含む２値画像とする
検査機能、該領域にモルフォロジー演算の収縮(erosion)を施して該領域を表すスケルト
ンを提供する検査機能、ならびに該スケルトン内のエレメントにカラー領域を割り当てる
検査機能のうちの少なくとも１つの検査機能を提供することを含む方法も提供される。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２２５】
　本発明の他の好ましい実施形態によれば、物体を検査するための方法であって、物体の
少なくとも一部の多色画像出力を提供し、かつ該多色画像出力を受領し、該物体を表すカ
ラー画像であって、該物体の少なくとも一部にモルフォロジー演算の収縮(erosion)が施
された多色画像を含むカラー画像を提供することを含む方法も提供される。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２３７】
　さらに、本発明の好ましい実施形態によれば、該装置は、該多色画像から導かれる多色
画像からのスケルトンマップを生成する機能を有するモルフォロジー画像プロセッサをも
含む。
　　
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２４６】
　画像解析システム１００は、好ましくは、後述され、ＣＡＢＳユニット１３０からの二
値化情報、およびＣＬＲＰユニット１２０からのカラー情報を典型的に含む出力を入力と
して受領するＳＫＦＤユニット１４０をも備えるのが好ましい。ＳＫＦＤユニット１４０
は、後述するように、該ユニットへの入力を解析するとともに、入力画像のスケルトン表
現および入力画像に見られるモルフォロジー的特徴を典型的に含む特性情報をそこから生



(5) JP 2003-511651 A5 2009.5.7

成する機能を有するのが好ましい。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２４８】
　画像解析システム１００は、２値セル、カラーセル、モルフォロジースケルトン、スケ
ルトン特徴、ニック／突起、グレー表面欠陥、カラー表面欠陥、欠陥カラーセル、および
対象領域のスナップショット画像の如き、検査されているオブジェクトに検出される様々
な特徴および欠陥に関する情報を含むいくつかのレポートを生成するのが好ましい。これ
らのレポートは、本出願人の係属中のイスラエル特許出願第１３１，２８２号に詳述され
ているようなソフトウェア画像処理装置に入力される。加えて、画像解析システム１００
は、各特徴および欠陥のスナップショット画像、ならびに検査に先立ってユーザがあらか
じめ定める物体上の特定の対象領域のスナップショット欠陥を生成する。典型的には、ス
ナップショット画像は、各特徴、欠陥、およびあらかじめ定められた対象領域を囲む領域
の多色画像である。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６１】
　１．線および空間スケルトンサブユニット２３０、線および空間スケルトンサブユニッ
ト２３０は、好ましくはＣＡＢＳユニット１３０からの２値情報出力を、典型的には二値
化およびセル生成サブユニット２００を介して受領し、好ましくは入力画像を示すライン
・アンド・スペーススケルトン情報をそこから導くとともに出力として生成する。当該技
術分野においてよく知られているように、ライン・アンド・スペーススケルトン情報は、
典型的には画素消費法を用いて導かれる。ライン・アンド・スペーススケルトンサブユニ
ット２３０の好ましい動作方法は、図２７を参照しながら以下により詳しく説明されてい
る。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６２】
　２．モルフォロジーサブユニット２４０、モルフォロジーサブユニット２４０は、好ま
しくはライン・アンド・スペーススケルトンサブユニット２３０によるライン・アンド・
スペーススケルトン情報出力を受領し、好ましくは該ライン・アンド・スペーススケルト
ン情報に基づいて入力画像のモルフォロジー的特徴を識別するとともに、該モルフォロジ
ー的特徴を示す情報を出力として生成する機能を有する。モルフォロジーサブユニット２
４０の好ましい動作方法は、図３０Ａから図３０Ｃを参照しながら以下により詳細に説明
されている。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３１６】
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　本発明の好ましい実施形態において、検査対象オブジェクトの特徴のレポートにセルの
集合体（これは、要望に応じてさらに処理することができる）を含めるのが好ましい。追
加的なレポートは、好ましくは、検査対象となるオブジェクトの均一色集団の領域を記し
た縮小カラーマップであって、以下により詳細に述べるように、例えばカラーモルフォロ
ジーマップを生成するために二値セルを生成する二値化およびセル生成ユニット２００に
よって使用することができる縮小カラーマップを含む。さらに、カラーセルを解析して、
部分的に透明な上塗り層の如き様々な被膜の形状および位置を確認し、欠陥があるものと
して検出された場合に欠陥レポートを出力することができる。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３３７】
　再び図１４を参照すると、図１４の装置は、好ましくは典型的に３つの収縮（erosion
）ユニット４１４を含む複数の収縮ユニット４１４に制御情報を提供する機能を有する、
典型的にはＬＵＴとして実装されるモルフォロジー制御ユニット４１２を備えるのが好ま
しい。３つの収縮ユニット４１４の各々は、好ましくは、当該技術分野においてよく知ら
れているように、エッジイネーブル画像クリエータ４１０が作成するエッジイネーブル画
像に収縮(erosion)を施す機能を有する。典型的には、第１の収縮ユニット４１４が２つ
のレベルの収縮を施してイネーブル２マップを生成し、第２の収縮ユニット４１４がさら
に４つのレベルの収縮を施してイネーブル６マップを生成し、第３の収縮ユニット４１４
がさらに４つのレベルの収縮を施してイネーブル１０マップを生成する。典型的には、そ
れらの入力および受領される制御情報を除いて、３つの収縮ユニット４１４の各々は同一
である。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３３８】
　好ましくは、値を有する収縮（erosion）キーに従って各収縮ステップを実施する。収
縮キーの値の可能な例としては、「０Ｃ　ＣＣＣＴ　ＣＣ００」が挙げられる。好ましく
は、左から右方向に読んだ場合に、収縮キーの各文字は単一の収縮ステップを表し、好ま
しくは収縮演算子に従って解釈される各ステップを以下に示す。
【表５】

【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３３９
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【０３３９】
　好ましくは、すべての収縮演算子が直交演算子、つまり、中央画素の４つの一次の隣接
画素の１つが既に浸食されている場合に中央画素を消費する演算子を含む。イネーブル２
マップは好ましくは演算「０Ｃ」によって生成され、イネーブル６マップはさらなる演算
「ＣＣＣＴ」によって生成され、イネーブル１０マップはさらなる演算「ＣＣ００」によ
って生成されることが理解される。ハードウェアインプリメンテーションを容易にするた
めに「０」の収縮ステップを含めるのが好ましいことを当業者なら理解するであろう。
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３４０】
　好ましくは、イネーブルマップを使用してエッジ内の領域を拡張し、それによってエッ
ジ方向を特定することができる。収縮演算は、本来のエッジイネーブル画像のサイズを大
きくする傾向があるため、エッジからの距離がより遠くてもエッジ検出の特定が可能とな
る。好ましくは、幅が１０画素までのｏｋｄｉｒ－エンベロープを作成できる。
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３５２】
　次いで、イネーブル画像を収縮してスケルトンヘッドとする（ステップ４４２）。スケ
ルトンヘッドは、収縮後も残留する単一の孤立画素である。次に、収縮によって一つのス
ケルトンヘッド４５２を得る工程の例を示す概略図である図１９を参照する。
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３５３】
　再び図１８を参照すると、スケルトンヘッドの数により、３つの可能な例の１つに基づ
いて作業を行う（ステップ４４４）。
【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３５４】
　スケルトンヘッドが１つの場合は、ｏｋｄｉｒは、スケルトンヘッドと展開の中央画素
を接続するベクトルに対して垂直になる（ステップ４４６）。ｏｋｄｉｒ方向のこの例は
、図１９において参照番号４５４で示されている。
【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３５５】
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　２つのスケルトンヘッドがある場合は、ｏｋｄｉｒは、それら２つのスケルトンヘッド
の間に引かれた線の方向である（ステップ４４８）。
【誤訳訂正３０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３５６】
　３つ以上のスケルトンヘッドがある場合は、ｏｋｄｉｒを、計測が行われないことを示
す０に設定する。
【誤訳訂正３１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３５７】
　次に、ｏｋｄｉｒ値、対応する計測方向、および測定のための好ましい勾配演算子を示
す表である図２０を参照する。図２０の表において、「ＬｉｎｅａｒＤｉｆｆ」は、当業
界においてよく知られているように、線形差分演算子を表し、「ＨａｌｆＳｏｂｅｌ」は
、以下により詳細に説明する、ハーフソベル演算子と呼ばれる修正型ソベル演算子を表す
。図２０の表は、それ以外は自ずと理解される。
【誤訳訂正３２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３９３】
　モルフォロジー演算のスケルトン生成
　次に、図１の線および空間スケルトンサブユニット２３０の好ましい動作方法を示す概
略フローチャートである図２７を参照する。図２７の方法は、収縮(erosion)方法を含み
、一般的な収縮方法は当該技術分野においてよく知られている。線および空間スケルトン
サブユニット２３０は、好ましくは、二値化およびセル生成サブユニット２００が生成し
、好ましくはモノクロ画像データから導かれる２値セルを入力として受領する。図２７の
ステップは以下のステップを含むのが好ましい。
【誤訳訂正３３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３９４】
　画素毎にスケルトン生成のための収縮が施される画像は、例えばＸ方向の各列に沿って
左から右に移動し、次にＹ方向の上から下に移動するといったように、所定のＸおよびＹ
走査方向に移動する（ステップ４９０）。
【誤訳訂正３４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３９５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３９５】
　典型的には、収縮される画素に最も近い４または８の隣接画素に従って、画素毎に収縮
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を行う（ステップ４９２）。次に、図２７の方法を理解する上で有用な、部分的収縮の前
後の画素の配列を示す概略図である図２８Ａおよび図２８Ｂを参照する。図２８Ａにおい
て、Ａ４で表される、収縮される画素４９６を、以下のいずれかの画素の画素値に従って
収縮することができる。
【誤訳訂正３５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３９８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３９８】
　どの隣接画素を選択するかは、実施される解析に応じて変わりうる。最も近い４つの隣
接画素に基づく収縮には主要な水平および垂直軸が有利であるのに対して、最も近い８つ
の隣接画素に基づく収縮では対角線に収縮を施すことも可能であることを当業者なら理解
するであろう。原理的には、より均一な収縮を可能にするために、４つの隣接画素を使用
し、かつ８つの隣接画素を使用して収縮を行うことが好ましいが、実用的には、４つの隣
接画素または８つの隣接画素のいずれか一方を使用できる。いずれの場合も、好ましくは
１の値を有するよう定められた黒色画素から０の値を有するよう定められた白色画素へと
収縮が行われるが、白色から黒色への収縮、および／または上述の値と逆の値を白色およ
び黒色画素に割り当てることも可能であることが理解される。好ましい収縮規則を以下に
示す。
【誤訳訂正３６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０１】
　本発明において、好ましくは（ただし、必ずしもそうではない）、収縮(erosion)中の
連結を保つ。すなわち、連結された黒色画素は連結されたままで、収縮の後も「切断」さ
れるべきではない。連結を保つ場合は、典型的には当該技術分野においてよく知られてい
るオイラーの状態を含む連結状態を適用する（ステップ４９４）。オイラーの状態は、オ
イラーの状態によって指定される合計またはスコアが収縮の前後にわたって保たれる場合
に連結を保つことになる幾何学的状態である。連結を保つためには、オイラーの状態が破
られると、収縮が行われないことになる。
【誤訳訂正３７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０２】
　図２８Ｂを参照すると、既に収縮された画素５０２をＰ０、Ｐ１、Ｐ２およびＰ３で示
す。収縮される画素４９６は、好ましくはステップ４９２に関する上述の状態が満たされ
、オイラーの状態も満たされる場合にのみ収縮される。次に、オイラーの状態を示す概略
図である図２９を参照する。図２９において、収縮の前後で変化することのない合計値を
得るために、図２９に示されているように、複数のパターン５０４の発生回数を加減する
。
【誤訳訂正３８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【０４０３】
　好ましくは、上述したように、動作の効率を考慮して、図２７の方法をカスタムハード
ウェアで実行する。図２７の方法を画像毎に一回または複数回実施し、１つ以上の収縮段
階を実行することができることが理解される。好ましくは、収縮の終わりに一画素の幅の
スケルトンを得るように、実行する収縮の段階の数を、収縮されるあらゆる形状の最大厚
さに応じて変える。４つまたは８つの隣接画素を用い、また、連結を保ちながら、または
連結を保たずに各段階を実行することができるが、ある収縮に対しては４つの隣接画素を
使用し、他の収縮に対しては８つの隣接画素を使用することは、収縮の等方性を得る上で
役立ちうることが理解される。
【誤訳訂正３９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０４】
　次に、図１のモルフォロジーサブユニット２４０の好ましい動作方法を理解する上で有
用な概略説明図である図３０Ａから図３０Ｃを参照する。モルフォロジーサブユニット２
４０は、好ましくは線および空間スケルトンサブユニット２３０からの入力、および物質
識別による均一色集団の画像を受領する。
【誤訳訂正４０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０５】
　図３０Ａでは、収縮前の画像５０６が示されている。図３０Ｂには、図３０Ａの収縮前
の画像５０６の黒色に対する収縮の結果の例５０８が示されている。図３０Ｃには、図３
０Ａの収縮前の画像５０６の白色に対する収縮の結果の例５１０が示されている。
【誤訳訂正４１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０６】
　図３０および３０Ｃには、検出される典型的なモルフォロジー的事象、すなわち開口端
５１２、接続点５１４およびブロブ接続点５１６が示されている。
【誤訳訂正４２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０７】
　図３０Ａから３０Ｃを理解する上で有用な演算子を示す概略図である図３１Ａから図３
１Ｃを参照する。本発明の好ましい実施形態では、当該技術分野においてよく知られてい
るように、図３１Ａから図３１Ｃに示されるカーネルとしても知られる演算子の例を、図
３０Ｂの画像または図３０Ｃの画像に適用してモルフォロジー的事象を検出することがで
きる。図３１Ａには、開口端カーネル演算子５１８が示されている。図３１Ｂには、接続
点演算子５２０が示されている。図３１Ｃには、白色に囲まれた「黒色」の島を描くのに
使用できるブロブ接続点演算子５２２が示されている。
【誤訳訂正４３】



(11) JP 2003-511651 A5 2009.5.7

【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０８】
　本発明の好ましい実施形態に従って、白黒画像、すなわち、二値化およびセル生成サブ
ユニット２００を起源とする２値画像に関して示されているが、図３０Ｂおよび図３０Ｃ
に示される収縮が施された２値画像における領域および特徴は均一色集団に関連づけられ
ることが容易に理解される。このように、開口端５１２、接続点５１４およびブロブ接続
点５１６の如き特定の特徴を均一色集団に関連づけ、また上述のようなさらなる関連づけ
により、それぞれの均一色集団によって表される物質および物質の組み合わせに関連づけ
ることができる。
【誤訳訂正４４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０９】
　次に、画像のカラーモルフォロジー解析の好ましい方法を示す概略フローチャートであ
る図３２を参照する。説明を簡略化するために、画像の２値モルフォロジー解析の説明の
後に図３２の方法を説明するが、図３２の方法は、例えば、少なくとも一部において、カ
ラー情報が利用可能な図１のＣＬＲＰユニット１２０で実行されうることが理解される。
図３２の方法は、一般に画像のカラーモルフォロジー解析に有用であるため、図１のＣＬ
ＲＰユニット１２０の特定の範囲の外側における他のモルフォロジーのカラー画像解析に
も有用でありうることが理解される。図３２の方法は画像の任意の適切な光学特性の解析
に利用できること、そして図３２の方法はモルフォロジー解析に限定されないことを当業
者なら理解するであろう。
　　
【誤訳訂正４５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４１２】
　ステップ５２５の出力に対してスケルトン法を実行する（ステップ５２６）。好ましく
は、図２７の方法を用いる。好ましくは図３０Ａから図３０Ｃを参照しながら上述したよ
うに、ステップ５２６の出力におけるモルフォロジー的事象を識別する（ステップ５２７
）。
【誤訳訂正４６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４１３】
　次いで、例えば上述のステップ５２３によって生成された強調物質画像内の対応する位
置のカラーに従って形状を「色づけ」することにより、モルフォロジー的事象を均一色集
団に関連づける（ステップ５２８）。本発明の好ましい実施形態によれば、スケルトン画
像内の形状が、重ね合わせた物質画像内の均一色集団のカラーの１つに応じたカラーを受
け取るように、収縮されたスケルトン画像および物質画像を重ねることにより該色づけす
るステップを実行する。
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【誤訳訂正４７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４１４】
　このように、形状に割り当てる均一色集団または物質のカラーを有するモルフォロジー
マップを含むカラーモルフォロジー画像が生成される。
　
【誤訳訂正４８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４４７】
　次に、図１のシステムに併用すると有益な方法を示す概略フローチャートである図３９
Ｃおよび図３９Ｄを参照する。図３９Ｃの方法は、カラー画像からカラーモルフォロジー
マップを生成するための方法を含む。図３９Ｄの方法は、カラー画像内のカラーセルを特
定するための方法を含む。図３９及び図３０Ｄの方法は、上述の説明を参照すれば自ずと
理解される。
【誤訳訂正４９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４５０】
　上述の異なる物質および物質の組み合わせの領域の各々は、異なる識別色集団によって
特徴づけられることが理解される。例えば、露出した銅と金メッキした銅の領域を色で区
別する。はんだマスクは典型的には緑色で、はんだマスクで覆われた銅は典型的には淡緑
色になり、はんだマスクで覆われた金メッキ銅は非常に淡い淡緑色になり、はんだマスク
で覆われた基板は暗緑色になる。上述した本発明の好ましい実施形態において、異なる集
団の各々を識別することができ、２値セル、カラーセルおよびカラーモルフォロジー的特
徴を生成して領域の各々を表すことができる。
【誤訳訂正５０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４５４】
　本発明を使用して、その一部を図４０に示すモルフォロジーマップをも生成し、そのモ
ルフォロジーマップではオブジェクトについてのモルフォロジースケルトンが生成される
。そのモルフォロジーマップでは、形状のスケルトン１０２４が生成され、そのスケルト
ン１０２４は、好ましくは特定の物質に関連づけられる。したがって、例えば、電力線１
０２４の領域を表すスケルトン１０２４を金メッキされた銅に関連づけることになる。
【誤訳訂正５１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４５７】
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　２．想定される物体を特徴づける情報：２値セル、スケルトン、スケルトン特徴、カラ
ースケルトン、およびカラーセル。
【誤訳訂正５２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４５９】
　先述の内容の一般性を制限することなく、要望に応じてさらなる処理を行うために、典
型的には個別のデータチャネルにおいて上述の結果のリストの各々を出力する。個別のデ
ータチャネルは、以下のような２つの物理的チャネルを含むのが好ましい。
　第１のチャネルは、好ましくは以下のレポートおよびデータを含む。
　２値セルのレポート、
　カラーセルのレポート、
　モルフォロジー的、かつスケルトン的特徴のレポート、
　およびニックおよび突起の如き欠陥のレポート。
【誤訳訂正５３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４６２】
　ならびに対象領域のスナップショット、例えば欠陥が報告された各領域、対象となる各
々のモルフォロジー的特徴、およびユーザが指定した各々の対象領域のスナップショット
を含むスナップショットレポート。
【誤訳訂正５４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】図１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【図１９】
　図１９は、図１８の方法を理解する上で有用な収縮(erosion)のプロセスの例を示す概
略図である。
【誤訳訂正５５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】図２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【図２７】
　図２７は、図１の線および空間スケルトンサブユニットの好ましい動作方法を示す概略
フローチャートである。
【誤訳訂正５６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】図２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【図２８】
　図２８Ａ及び２８Ｂは、図２７の方法を理解する上で有用な、部分的な収縮(erosion)
の前後の画素配列を示す概略図である。
【誤訳訂正５７】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】図３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【図３０】
　図３０Ａ～図３０Ｃは、図１のモルフォロジーサブユニット２４０の好ましい動作方法
を理解する上で有用な概略説明図である。
【誤訳訂正５８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】図３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【図３２】
　図３２は、画像のカラーモルフォロジー解析の好ましい方法を示す概略フローチャート
である。
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